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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

本研究は、小児期に尿道下裂修復術を受けた患者において、成人後に発症する形成尿

道狭窄（Hypospadias-Associated Urethral Stricture: 以下 HAUS）の発生率、発症時期、

および発症要因を、手術方法や術者が統一された条件下で解析した初めての報告である。  

尿道下裂は陰茎および尿道の先天異常であり、多くの患者が幼少期に包皮などを用い

て新たな尿道を形成する手術を受けるが、小児病院などでは 18歳前後に通院が終了する

ことが多く、成人期の HAUS の病態や原因は十分に解明されていなかった。 

当院は、同一の尿道下裂患者を小児期の形成手術から成人期の尿道狭窄まで治療して

いることから、1973年から 1998年にかけて単一術者が単一の二期的手術を施行し、2011

年から 2023年の間に形成尿道狭窄で来院した患者の解析が行われた。 

母集団 723名中 14名（1.9%）が HAUSのために来院し、小児期の形成尿道に対する再

手術は 7名（50%）が受けており HAUS発症の唯一のリスク因子であった(P=0.0003, Cox 

hazard モデル多変量解析)。HAUS発症率は小児期再手術を受けた患者群では 6.8%で、受

けなかった群の 1.1%より有意に高い結果であった(P=0.0001,カイ二乗検定)。HAUSの発

生頻度は低く、30歳代後半ごろから出現する傾向が明らかとなった。また、小児期にお

ける初回手術の成功が長期的な形成尿道の開存維持に重要であること、HAUSは成人期に

症状が発症する比較的まれな病態であり患者教育が重要であることが示唆された。 

本研究は尿道下裂に対する手術に関する他の施設では得られない貴重なデータを収

集、解析して、本疾患の治療法の進歩に大いに寄与する内容であり、学位授与に値する

と評価した。 

 




